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第２０回ボウリング大会を開催 
スポーツクラブ２１宿南と体育部共催のボウリング大会を２月１６日（日）午後１時３０分から開催

しました。今回は初めて、日曜日の昼間の開催ということもあり、若い方の参加が多いのではと予想 

していましたが、小学生１０人、一般１７人の参加でした。 

ストライクやスペアがとれるたびに、それぞれのレーンでは歓声と拍手が起きていました。 

今回は人数が少ないため、殆どのレーンが２人で投げることになり「早くてしんどいと」いう

声も聞こえましたが、楽しい時間を過ごしました。 

一般の部の上位入賞は 

優勝 多田 勝実さん ３６１点 準優勝 西村 勲 さん３０３点 ３位 米田 喜一さん ２９３点 

小学生の部 

優勝 浦  朝晃さん １９９点 準優勝 田中 仁大さん１９７点 ３位 池田 悠太さん １７６点 

３月３日（月）ふれあい倶楽部ホールに於いて臨時総会が運営

委員６８人（出席３０人・委任状２９人）の出席で開催され、

議長（宿南丈治様）進行のもと「宿南地区自治協議会規約の 

一部改正」および「第２次宿南地区地域づくり計画」が審議 

されすべて承認されました。これにより「第２次宿南地区地域

づくり計画」は新年度４月１日から施行となります。計画書の

冊子は３月中旬に全戸配布しますので ご確認ください。保管

もお願いします。 

 

“第２次宿南地区地域づくり計画”も承認されました。冊子

「第２次 

宿南地区地域づくり計画」承認される！！ 



         

草庵先生紹介 

 

日記 ７３ 

 

北垣晋太郎（後に国道
くにみち

と改名）は、池田草庵が京都から帰って八鹿（現・養父市八鹿町）に立誠舎を

開いた年に入門した。北垣が７歳のころである。それ以来、２０年間近く草庵の門下にいた。北垣は 

能座村」（現・養父市能座）の出身である。２７歳の時、文久３（1863）年１０月に起きた生野の変 

（義挙）に加わって大役を果たすが敗れて潜伏生活も。明治になってからは各種官職を務め、京都府 

知事時代には琵琶湖から京都市中に水を引くという琵琶湖疏水の大事業をなした。 

幼くして草庵の門下生になった北垣は元気な少年であった。草庵は北垣の将来に期待するところが 

大きかった。北垣自身は草庵について次のような思い出を語っている。「私は先生に厳格な指導、慈愛に

満ちた育て方をしてもらっていた。私が１３歳の時、先生は私の父母宛てに手紙を書かれた。それは、

『晋太郎は、性質が愚直豪胆だ。これをよくうまく育てれば有用な人物となるだろう。しかし、その 

育て方の一歩を間違えれば取返しのつかないことになる。だから、晋太郎には孔子の教えを中心とした

経書を授けている』というような内容だった。父母は大変感激していた」（草庵没後３０年祭での北垣の

祭文より） 黒船来航の時には、北垣は１０代後半の若者になっていた。このころもまだ青谿書院の 

塾生だった。ただ、他の塾生のように書院で生活したり、講義を聞いたりはしていなかったようだ。 

しかし、しばしば書院に来ては草庵と話し合いをしている。 

「（前略）北垣晋太郎来る。池口芳太郎来る。夜に小酌しながらいろいろ雑話する」（嘉永７〈1854〉閏

７月２４日） 「（前略）夕方北垣晋太郎来る。父親を亡くしてから初めて顔を見せた。対話終日、  

そして夜も」（同年１１月１８日）このころの北垣は「黒船が来てから、私は諸藩の有志と交わり大いに

尊皇攘夷
じょうい

の意義を唱えるようになっていた」（前掲祭文より）のだ。書院での話し合いも、草庵に尊皇 

攘夷とか討幕とかを語り、行動に走ろうとする北垣だった。しかし、草庵は軽率な挙動がないように、

と常に北垣を戒めていた。 

 

身近で見られる植物㊺ 
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お
知
ら
せ 

３月１６日（日）そうあんの里 落語会     ３月２５日（火）春休みこども書院塾 

３月２１日（金）宿南小学校卒業式       ４月 ７日（月）宿南小学校始業式 

３月２４日（月）宿南小学校終業式       ４月 ８日（火）宿南小学校入学式 

濱篤さん作 

池田草庵先生に学ぶ会 

川東区 ミニディ開催 

２月２３日（日） 

ふれあい倶楽部ホール

で開催され３１人の 

参加でした。 

福祉委員さんに手･足

の運動や誤嚥予坊のパタカラ体操を教えて 

いただきました。チーム対抗でゲームをした 

り、昼食後にはビンゴ

ゲームで商品ゲット 

など楽しい時間を過ご

しました。 

北垣晋太郎（国道）の生家
跡にあるヒダリマキガヤの
巨木の幹。国指定の天然 
記念物になっており、推定
樹齢は８００年 

ウメ（梅）〈バラ科〉 
昨年の今頃は、花が咲いていましたが、今年は寒

かったせいか、蕾がまだ堅いです。庭木としても、

畑で実を採取するためにも、よく植えられている身

近な花木です。花はもちろんのこと、実は、誰もが

作っておられると思いますが、梅干し、梅酒、梅 

シロップと非常に多用で有用な花木です。そんな身

近な木ですが、園芸種も多く奥の深い梅の木です。 

 

令和６年３月１１日撮影 


